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び
交
通
費
（
事
業
主
、
一

人
親
方
は
除
く
）
が
支
給

さ
れ
る
ほ
か
、
訓
練
生
を

派
遣
さ
れ
た
雇
用
主
に
対

し
て
も
助
成
制
度
と
し
て

出
席
日
数
１
日
に
つ
き

１
，
５
０
０
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

訓
練
校
に
興
味
の
あ
る

方
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
主

の
方
も
は
じ
め
の
一
歩
と

し
て
訓
練
の
様
子
を
ぜ
ひ

見
学
に
来
て
み
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
、
見
学
希
望
に

つ
い
て
は
支
部
ま
で
問
い

合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

訓
練
校
で
培
っ
た
技
や

経
験
を
活
か
し
、
未
来
を

担
う
建
設
技
術
者
と
し
て

社
会
の
一
翼
を
担
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

訓
練
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
訓
練
日
時
】

　

毎
週
土
曜
日
と
毎
月
第

３
水
曜
日
（
原
則
）
の
９

時
か
ら
17
時
／
２
年
間

【
訓
練
場
所
】

　

倉
敷
校（
倉
敷
支
部
内
）

【
授
業
料
】

　

１
カ
月
５
，
０
０
０
円

（
組
合
員
）

【
修
了
生
の
特
典
】

〈
２
級
技
能
士
〉

　

◦
受
検
資
格
が
付
与

　

◦
学
科
試
験
が
免
除

〈
二
級
建
築
士
〉

　

◦
受
験
資
格
が
付
与

　

組
合
が
運
営
す
る
職
業

訓
練
校
（
木
造
建
築
科
）

で
は
令
和
８
年
４
月
か
ら

の
新
入
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
現
在
訓
練
校
に
は

２
年
生
３
人
、
１
年
生
５

人
の
計
８
人
が
在
籍
し
、

日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま

　

今
年
の
夏

は
と
に
か
く

暑
か
っ
た
。

一
日
の
仕
事

時
間
は
８
時

間
。
休
憩
し

な
が
ら
と
は

言
え
、
か
な

り
き
つ
い
。
肉
食
動
物

が
活
発
に
活
動
す
る
時

間
は
１
日
３
時
間
程
度

ら
し
い
。
ヒ
ト
も
、
雑

食
と
は
い
え
３
時
間
程

が
限
界
と
い
う
。
我
わ

れ
建
設
職
人
で
延
々
と

座
っ
て
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

を
す
る
者
は
い
な
い
。

　

活
動
を
活
発
に
す
る

た
め
の
鍵
は
自
律
神
経

の
調
整
で
、
一
番
は
質

の
良
い
睡
眠
を
と
る
こ

と
だ
。
熱
帯
夜
も
珍
し

く
な
い
今
、
エ
ア
コ
ン

は
必
需
品
。
昔
は
エ
ア

コ
ン
を
就
寝
前
に
切
る

よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い

た
が
、
最
近
は
設
定
温

度
を
27
～
28
℃
で
朝
ま

で
つ
け
っ
ぱ
な
し
で
寝

る
方
が
電
気
代
も
身
体

に
も
優
し
い
と
い
う
。

冷
や
し
過
ぎ
も
Ｎ
Ｇ
だ
。

　

夏
バ
テ
の
正
体
は
、

実
は
自
律
神
経
の
疲
弊

な
の
で
あ
る
。
疲
弊
と

言
っ
て
も
栄
養
不
足
が

引
き
金
で
は
な
い
た
め
、

ウ
ナ
ギ
の
よ
う
な
ス
タ

ミ
ナ
の
つ
く
食
事
を
す

れ
ば
軽
減
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
の
だ
。

　

日
々
の
生
活
習
慣
を

見
直
し
て
自
律
神
経
を

整
え
、
健
康
に
気
を
つ

け
な
が
ら
良
い
仕
事
に

結
び
つ
け
よ
う
。
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職
業
訓
練
生
を
募
集

確
か
な
技
術
を
手
に
入
れ
よ
う

　【
技
術
対
策
部
】建
設
業
界
に
従
事
す
る
若
い
仲

間
の
皆
さ
ん
、
木
造
住
宅
の
建
築
技
術
を
基
礎
か

ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
確
か
な
技
術
と
資
格
を

手
に
す
る
こ
と
で
将
来
の
仕
事
の
幅
も
広
が
り
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
上
で
大
い
な
る
武

器
と
な
り
ま
す
。

https://www.okayamakenro.or.jp/

技術活かし地域貢献
各支部で取り組み進む

す
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の

卒
業
生
を
輩
出
し
て
お
り
、

訓
練
校
を
巣
立
っ
た
先
輩

た
ち
は
建
築
士
や
技
能
士

の
資
格
を
手
に
第
一
線
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
生
に
は
テ
キ
ス
ト
、

実
習
材
料
、
昼
食
、
お
よ

　
【
前
原
敏
治
校
長
】か
つ

て
は
墨
付
け
か
ら
造
作
ま

で
を
上
手
に
こ
な
せ
な
い

と
一
人
前
と
は
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
の
住
宅
は

プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
し
た
も

の
を
現
場
で
建
て
る
こ
と

が
主
流
で
す
が
、
人
の
熟

練
技
術
で
な
い
と
表
現
で

き
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。

　

訓
練
校
で
は
学
科
、
製

図
の
他
に
荒
木
か
ら
物
を

作
る
技
術
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。
墨
付
け
か
ら
造
作

ま
で
、
何
で
も
で
き
る
大

工
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

私たちと一緒に学びましょう

　
【
住
宅
対
策
部
】建
設

職
人
と
い
う
組
合
員
の

持
つ
技
術
を
活
用
し
て

地
域
に
貢
献
す
る
労
力

奉
仕
活
動
は
、
今
年
度

も
各
支
部
に
て
地
域
や

支
部
の
実
情
に
合
わ
せ

て
順
次
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
全
支
部
が

同
一
日
に
行
う
統
一
形

式
で
し
た
が
、
猛
暑
に

よ
る
熱
中
症
リ
ス
ク
が

高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
昨

年
よ
り
各
支
部
で
実
施

日
を
任
意
に
設
定
し
て

実
施
す
る
形
式
に
変
更

秋の組織拡大月間中
８月末の組織人員
11,204人
（前月比31人減）

し
て
お
り
、
中
に
は
複
数

日
に
分
け
て
実
施
し
て
い

る
支
部
も
あ
り
ま
す
。

　

労
力
奉
仕
活
動
は
地
域

と
組
合
を
結
ぶ
大
切
な
活

動
と
し
て
長
年
に
渡
り
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

功
績
は
自
治
体
に
も
認
め

ら
れ
て
お
り
、
昨
年
は
高

梁
市
を
通
じ
て
（
一
社
）

日
本
善
行
会
へ
の
推
薦
を

受
け
た
高
梁
支
部
が
善
行

表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
井
原
支
部
で
は
毎

年
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
て
活
動
の
様
子
が
取
材

さ
れ
る
な
ど
、
社
会
貢
献

と
し
て
広
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

暑
さ
は
和
ら
ぎ
ま
し
た

が
熱
中
症
の
危
険
は
ゼ
ロ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
実
施
す
る
支
部
の
皆

さ
ん
は
ケ
ガ
や
事
故
に
も

十
分
注
意
の
上
、
安
全
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

各
支
部
に
お
け
る
今
年

度
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

は
本
紙
に
て
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ただいま

行政書士依頼による
建設業許可申請の手数料改定

R８年１月より
※�年度終了報告・更新に関しては変更はあ
りません。
※この価格は組合経由の場合に限ります。

個人事業所 法人事業所

新規
（変更有）

旧：
139,300円
新：
165,000円
（証紙代込）

旧：
165,000円
新：
190,000円
（証紙代込）

更新
（変更なし）

73,500円
（証紙代込）

73,500円
（証紙代込）

年度終了
報告
（変更なし）

15,000円 15,000円

各種変更届
（変更有）

旧： 4,300円
新：5,000円

旧： 4,300円
新：5,000円

令和８年度

−倉敷校−

労力奉仕活動



岡山県建設労働組合機関紙 第 849 号　　　　（2）2025年（令和７年）10月１日

住宅リフォームエキスパート
研修会実施案内

※令和５年度より増改築相談員から名称変更
【開 催 日】新規：令和７年11月29日㈯、30日㈰

更新：令和７年11月30日㈰
【研修会場】�建労岡山会館（岡山市北区駅元町23-12）
【受 講 料】新規：�25,140円�

（非組合員は30,240円）
更新：�16,850円�

（非組合員は21,950円）
【申込締切】11月14日㈮　※本部必着
　※�新規研修会は受講者が４人以下の場合は開催

中止。
　※�その他詳細は所属支部まで問い合わせてくだ

さい。

雇
用
保
険
被
保
険
者
の
資

格
取
得
・
喪
失
手
続
等
」

の
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
で
の
雇
用
保
険
委

託
事
業
所
数
は
、
平
成
元

年
度
は
72
事
業
所
で
し
た

が
、
組
合
の
保
険
制
度
周

知
や
、
国
土
交
通
省
に
よ

る
社
会
保
険
未
加
入
対
策

な
ど
に
よ
り
現
在
は
１
，

０
８
９
事
業
所
の
事
務
委

託
を
し
て
い
ま
す
。

　

雇
用
保
険
の
事
務
委
託

事
業
所
に
対
し
て
は
、
雇

用
保
険
の
事
務
組
合
費
は

当
初
か
ら
徴
収
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
法
改
正

等
に
伴
う
事
務
手
続
き
の

複
雑
化
や
、
委
託
事
業
所

数
の
増
加
等
の
要
因
を
考

慮
し
、
令
和
８
年
度
か
ら

雇
用
保
険
を
委
託
し
て
い

る
事
業
所
に
対
し
て
、
年

間
５
，
０
０
０
円
の
組
合

費
を
徴
収
す
る
こ
と
が
第

　
【
労
働
対
策
部
】組
合
で

は
組
合
員
の
雇
用
保
険
に

対
す
る
事
務
委
託
手
続
き

を
行
い「
保
険
料
の
徴
収
、

※
一
人
親
方
等
で
労
働
者

を
雇
用
し
て
い
な
い
事
業

所
は
、
継
続
事
業
労
災
の

加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

事
業
所
に
よ
っ
て
は
、

継
続
事
業
労
災
の
加
入
が

不
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
左
記
の
表
に
該
当
す

る
作
業
等
を
労
働
者
に
さ

せ
る
場
合
は
、
継
続
事
業

労
災
の
加
入
が
必
要
に
な

12
月
１
日
よ
り
発
効
予
定

岡
山
県
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ

第212章

競技大会を糧に
仲間の存在が大きな励み

　
【
青
年
部　

福
圓
晃

基（
31
歳
・
和
気
）】
仕

事
に
没
頭
し
た
二
十
代
。

今
は
家
庭
を
持
ち
家
事

育
児
に
と
慌
た
だ
し
い

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
誘
わ
れ
た
青

年
技
能
競
技
大
会
。
軽

い
気
持
ち
で
始
め
た
練

習
も
、
気
が
つ
け
ば
鉋

を
研
ぎ
、図
面
を
描
き
、

　

今
年
も
全
国
各
地
で
地

域
別
最
低
賃
金
の
見
直
し

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

現
時
点
で
は
、
岡
山
県

に
お
い
て
は
、
最
低
賃
金

を
65
円
引
き
上
げ
、
１
時

間
１
，
０
４
７
円
に
改
定

さ
れ
る
予
定
で
す
。な
お
、

効
力
の
発
生
日
は
令
和
７

年
12
月
１
日
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

改
め
て
従
業
員
に
支
払

っ
て
い
る
給
与
が
地
域
別

最
低
賃
金
額
を
超
え
て
い

休
日
を
割
い
て
加
工
の
練

習
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
も
ひ
と
え
に

共
に
県
大
会
へ
と
臨
ん
だ

仲
間
や
、
応
援
し
て
く
だ

さ
る
方
々
の
存
在
の
お
陰

だ
と
心
か
ら
感
じ
て
お
り
、

県
大
会
で
は
優
勝
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
の
全
国
大
会
で
は
結

果
を
残
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
以
上
に
、
全
国
の
仲

間
た
ち
と
競
い
合
え
る
こ

と
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

す
。
自
身
の
技
術
向
上
と

い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

職
人
不
足
が
嘆
か
れ
る
昨

今
に
、
共
に
切
磋
琢
磨
し

合
え
る
存
在
は
と
て
も
大

き
な
励
み
に
な
り
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
経
験
を
糧
に
、

日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

来
年
４
月
以
降
５
千
円

雇
用
保
険
事
務
組
合
費
を
徴
収

現場以外は継続労災
事業内容に合った手続きを

　
【
労
働
対
策
部
】組
合
で

は
労
働
保
険
事
務
組
合
を

運
営
し
て
、
労
働
者
を
雇

用
し
て
い
る
組
合
員
の
労

災
保
険
の
手
続
き
を
し
て

い
ま
す
。

　

従
業
員
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
の
労
災
保
険
は

主
に
２
種
類
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

①�
建
設
現
場
用
（
一
括
有

期
事
業
労
災
）

②�
事
務
所
・
製
造
な
ど
建

設
現
場
以
外
用
（
継
続

事
業
労
災
）

　

組
合
内
で
一
括
有
期
事

業
労
災
の
手
続
き
を
し
て

い
る
事
業
所
は
約
２
０
０

０
事
業
所
あ
り
ま
す
が
、

継
続
事
業
労
災
の
手
続
き

を
し
て
い
る
事
業
所
は
約

２
３
０
事
業
所
と
な
っ
て

い
て
、
１
割
程
度
が
継
続

事
業
労
災
に
加
入
し
て
い

ま
す
。

り
ま
す
。
事
務
員
を
雇
用

し
て
い
る
事
業
所
で
は
、

加
入
し
て
い
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
だ
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
現
場
作
業
員
の
み
雇

用
し
て
い
る
場
合
は
、
継

続
事
業
労
災
に
加
入
し
て

い
な
い
事
業
所
が
多
い
と

推
測
さ
れ
ま
す
。特
に「
自

社
倉
庫
」「
資
材
置
場
」

「
加
工
場
」
が
あ
る
事
業

所
の
方
は
手
続
き
が
必
要

か
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

継
続
事
業
労
災
の
加
入

手
続
き
は
所
属
支
部
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

る
か
ど
う
か
の
確
認
方
法

を
説
明
し
ま
す
。

①�

年
間
所
定
労
働
日
数
の

確
認
（
就
業
規
則
等
）。

　

１
年
間
は
52
週
で
あ
り
、

例
と
し
て
、
土
日
休
日
の

場
合
は
、
３
６
５

－

１
０

４
＝
２
６
１
日
、
土
日
祝

日
が
休
日
の
場
合
は
、
３

６
５

－

１
２
１
＝
２
４
４

日
が
所
定
労
働
日
数
と
な

り
ま
す
（
２
０
２
６
年
）。

②�

最
低
賃
金
の
対
象
外
と

な
る
手
当
を
除
く
。

※
通
勤
手
当
、
時
間
外
手

当
、
休
日
手
当
、
精
皆
勤

手
当
、
家
族
手
当
等
。

　

た
だ
し
、
手
当
の
名
称

に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
実
質

に
よ
っ
て
取
り
扱
う
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

【
例
】①
通
勤
に
要
し
た
費

用
に
応
じ
て
支
給
す
る
。

→
除
い
て
計
算
。

②
要
し
た
費
用
や
距
離
に

関
わ
ら
ず
支
給
す
る
。

→
含
め
て
計
算
。

　

以
上
に
注
意
し
て
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

72
回
本
部
定
期
大
会
で
決

定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
７
年
度
か

ら
令
和
８
年
度
に
雇
用
保

険
の
事
務
委
託
を
更
新
し

た
事
業
所
、
お
よ
び
令
和

８
年
４
月
１
日
以
降
に
新

規
事
務
委
託
す
る
事
業
所

は
雇
用
保
険
に
対
す
る
組

合
費
が
発
生
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
組
合
で

雇
用
保
険
の
事
務
委
託
を

し
て
い
る
事
業
所
で
「
被

保
険
者
が
い
な
く
な
り
、

新
た
に
被
保
険
者
を
雇
用

す
る
見
込
み
が
な
く
な
っ

た
場
合
」
や
「
被
保
険
者

が
い
な
く
な
っ
た
ま
ま
で
、

い
つ
か
従
業
員
を
雇
用
す

る
見
込
み
で
毎
年
度
更
新

手
続
き
を
し
て
い
る
場

合
」
な
ど
は
、
令
和
７
年

度
末
で
委
託
を
解
除
す
る

手
続
き
（
令
和
８
年
４
月

頃
）
の
検
討
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
令
和
７
年
度
末
で
委
託

解
除
し
た
場
合
、
雇
用
保

険
に
対
す
る
組
合
費
は
発

生
し
ま
せ
ん
。

例 月給 180,000円 最低賃金の対象となるのは、月
給と職務手当。
（200,000円×12ヵ月）÷（244
日×８時間）
時間換算すると、1,230円

職務手当 20,000円
時間外手当 30,000円
合計 230,000円

１日所定労働時間　８時間　岡山県の最低賃金1,047円<1,230円
年間所定労働日数　244日　※土日祝日が休日で2026年の場合。

事務所労災（継続事業労災）が必要になる例
工事現場が特定できない資材の整理・工具の手
入れ
※�「工事現場から持って帰った資材を自社倉庫で
片付けている時の負傷」など、工事現場が特定
できる場合は、建設現場の労災が対象

事務・営業・設計の仕事
事業所の清掃・かたづけ・洗車など
工事現場が特定できない、自社製品（建具・型
枠・配管・鉄骨など）の加工をする場合

技能検定受検案内（後期）
【検定職種】�建築大工、鉄筋施工、かわらぶき、

ガラス施工、防水施工、配管、型
枠施工等

【受付期間】10月２日㈭～10月15日㈬
【受 検 料】学科： 3,100円

実技：18,200円
【申 込 先】岡山県職業能力開発協会

岡山市北区出石町1-2-11�
イマージュ・シャトー２階
TEL：086-225-1547

　※�受検申請書は支部でも受け取れます。そ
の他詳細は所属支部まで問い合わせてく
ださい。
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丸のこ等取扱い作業従事者教育
受講者募集

【日　　時】令和７年12月22日㈪
12：30～16：40

【会　　場】岡山建設会館（岡山市北区平和町5-10）
【受講資格】丸のこ等を使用する組合員

（組合員外でも事業主が組合員の場合は申し
込み可）

【受 講 料】9,471円（テキスト代含む）
【定　　員】30人（定員になり次第締め切り）
【締　　切】令和７年12月12日㈮
【申 込 先】建設業労働災害防止協会
　※�インボイスが必要な場合は、組合を通さずに直接建
設業労働災害防止協会へ申し込みをお願いします。

　※詳細は所属支部へ問い合わせてください。

建
設
国
保
を
守
る
一
枚

団
結
の
声
は
国
を
動
か
す
力
へ

ハガキ要請行動

流行前に対策を
インフル予防接種補助を実施

社
会
保
障
対
策
部

担
当
者
会
議

　
【
社
会
保
障
対

策
部
】
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
は
１
９
７

０
年
の
建
設
国
保

組
合
設
立
時
か
ら

行
っ
て
い
る
歴
史

的
な
取
り
組
み
で

す
。「
建
設
国
保
の

育
成
・
強
化
が
不

可
欠
で
あ
る
」
と

い
う
私
た
ち
の
思

い
を
手
書
き
で
し

た
た
め
、
厚
生
労

働
省
・
財
務
省
に

声
を
届
け
る
大
切

な
行
動
で
す
。

　

今
秋
か
ら
記
入

す
る
ハ
ガ
キ
が

「
ミ
シ
ン
目
付
ハ

ガ
キ
形
式
用
紙
（
Ａ

４
）」へ
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
宛
名
は
印
刷
さ

れ
て
い
る
の
で
裏
面
に

住
所
・
氏
名
・
要
請
内

容
を
記
入
し
ま
す
。
要

請
内
容
は
上
記
の
例
文

を
参
考
に
記
入
し
、
ミ

シ
ン
目
か
ら
切
り
離
さ

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
は
支
部
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。
切
手

は
不
要
で
す
。
一
人
２

枚
以
上
の
記
入
に
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

　

建
設
国
保
へ
の
補
助

金
が
減
額
さ
れ
る
と
保

険
料
の
引
き
上
げ
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。
一
枚

の
ハ
ガ
キ
が
国
へ
思
い

を
届
か
せ
る
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。
全
国
の

仲
間
と
協
力
し
、
未
来

の
建
設
国
保
の
た
め
に

必
ず
ハ
ガ
キ
を
提
出
し

ま
し
ょ
う
。

○
建
設
国
保
学
習
会

　

一
堂
に
会
し
て
実
施
す

る
（
他
の
学
習
会
・
健
診

と
の
併
催
も
可
能
）。マ
イ

ナ
保
険
証
を
登
録
済
の
方

に
は
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」、未
登
録
の
方
に
は

「
資
格
確
認
書
」
を
交
付

し
、
学
習
会
の
テ
キ
ス
ト

を
配
布
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

○
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

　

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
改
め
て

理
解
。
昨
年
の
郵
送
料
の

値
上
げ
に
よ
り
、
財
政
面

の
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

今
秋
よ
り
宅
配
便
（
信
書

便
）
で
一
括
送
付
す
る
方

法
に
決
定
し
て
い
る
。
１

人
３
枚
書
け
る
Ａ
４
用
紙

を
使
用
し
、
切
手
は
貼
ら

ず
、
ミ
シ
ン
目
も
切
り
取

ら
ず
に
提
出
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

○�

市
町
村
へ
の
事
務
負
担

金
助
成
の
要
請
行
動
に

つ
い
て

　

今
後
も
建
設
国
保
組
合

が
保
険
者
機
能
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
、
市
町

村
に
対
し
て
事
務
費
負
担

金
助
成
の
確
保
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

○
け
ん
ろ
う
共
済

　

改
め
て
給
付
内
容
を
確

認
し
た
。

○�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
制
度

　

令
和
８
年
度
よ
り
開
始

さ
れ
る
こ
と
を
確
認
。
同

制
度
は
社
会
連
帯
の
理
念

を
基
盤
に
、
子
ど
も
子
育

て
世
帯
を
全
世
代
・
全
経

済
主
体
が
支
え
る
新
し
い

仕
組
み
と
し
て
、
児
童
手

当
の
拡
充
、
高
等
教
育
の

負
担
軽
減
拡
大
、
子
育
て

世
帯
へ
の
住
宅
支
援
等
に

充
て
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

一
人
あ
た
り
の
負
担
額
は

数
百
円
程
度
に
な
る
と
想

定
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ニ

ュ
ー
ス
が
耳
に
入
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
季
節
の

変
わ
り
目
で
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
感
染
症
が
流
行
る

時
期
で
す
。
出
か
け
る
時

は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
外

出
後
は
う
が
い
、
手
洗
い

を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て

換
気
を
行
い
、
感
染
予
防

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

建
設
国
保
で
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
補
助
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
補
助
対
象

者
は
接
種
日
に
建
設

国
保
の
資
格
が
あ
る

方
で
す
。
対
象
期
間

は
令
和
７
年
10
月
１

日
か
ら
令
和
８
年
１

月
31
日
ま
で
で
、
申

請
期
限
は
令
和
８
年

２
月
27
日
ま
で
で
す
。

　

補
助
要
件
は
、
接

種
期
間
内
１
人
１
回

限
り
で
、
15
歳
未
満
は

２
回
分
補
助
し
ま
す
。

自
己
負
担
金
額
に
対
し

て
１
，
５
０
０
円
を
限

度
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
の
窓
口
で

必
ず
領
収
証
（
領
収
明

細
書
）
を
受
け
取
り
、

上
表
の
６
項
目
が
全
て

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
手
続
き
は
、
領

収
証
等（
原
本
に
限
る
）

と
印
鑑
を
持
参
し
て
所

属
支
部
で
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
所
属

支
部
ま
で
問
い
合
わ
せ

を
お
願
い
し
ま
す
。

医療機関で発行された領収証（領収明
細書）に以下の項目が記載されている
必要があります。
　①接種年月日
　②医療機関名
　③領収印
　④接種者氏名
　⑤接種費用額（１人１回毎の費用額）
　⑥「インフルエンザ予防接種」の表記

議事報告

日曜健診日程表（健診未受診者対象／完全予約制）
健診日程 開催場所

11月２日 コンベックス岡山 岡山市北区大内田675

11月16日 百花プラザ 岡山市東区西大寺南1-2-3

11月23日 倉敷商工会議所 倉敷市白楽町249-5

11月30日 津山市
勤労者福祉センター 津山市勝部20-7

12月７日 灘崎文化センター 岡山市南区片岡186

必ず所属支部へ申し込んでください。
受診の際は、健診機関より届いた受診票に記載の受付時間を厳守して
ください。

小型移動式クレーン運転
技能講習受講者募集

（走行とクレーン操作が可能なクレーンの中で、つり上げ荷重１t
以上５ｔ未満の移動式クレーン）
【開 催 日】学科：令和８年１月５日㈪、６日㈫

実技：令和８年１月７日㈬
【開催場所】㈱PCT　岡山教習所（赤磐市桜が丘東3-3-765）
【受講対象】18歳以上の組合員
【受 講 料】◦20Hコース（免除資格なし）48,000円

◦16Hコース（免除資格あり）44,000円
※いずれも税込。テキスト代含む。

【定　　員】８人（定員になり次第締め切り）
【締　　切】令和７年12月12日㈮
　※詳細は所属支部まで問い合わせてください。
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も
季
節
に
応
じ
て
デ
ザ

イ
ン
を
変
え
て
い
る
寺

社
が
あ
り
ま
す
。
和
気

町
に
あ
る
和
気
神
社
で

は
月
替
わ
り
の
御
朱
印

を
頒
布
し
て
お
り
、
徳

永
さ
ん
は
４
年
前
か
ら

毎
月
欠
か
さ
ず
拝
受
し

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
徳
永
さ
ん
が

「
一
番
大
変
だ
っ
た
」

と
話
す
の
は
香
川
県
に

あ
る
厳
魂
神
社
。通
称
、

金
刀
比
羅
宮
の
奥
社
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
厳
魂

彦
命
が
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
宮
ま
で
の
７
８

５
段
に
加
え
、
奥
社
は

な
ん
と
さ
ら
に
５
８
３

段
上
が
っ
た
先
に
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
い
た
だ

い
た
迫
力
の
あ
る
天
狗

の
御
朱
印
を
見
る
と
、

気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
の

石
段
と
そ
の
先
に
広
が

る
景
色
、
厳
し
い
道
の

り
を
越
え
た
先
で
得
ら

れ
た
達
成
感
が
蘇

る
と
言
い
ま
す
。

　

今
後
行
き
た
い

場
所
に
つ
い
て
は

熊
野
三
山
や
高
野

山
な
ど
を
挙
げ

「
こ
れ
か
ら
も
御

朱
印
を
通
じ
て
、

た
く
さ
ん
旅
の
思

い
出
を
作
っ
て
い

き
た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

し
、
ま
ず
は
尾
道
へ
向
か

っ
た
。
昼
食
は
尾
道
ラ
ー

メ
ン
を
食
べ
、
そ
の
後
千

光
寺
へ
お
参
り
を
し
た
。

山
頂
へ
は
行
き
は
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
で
、
帰
り
は
徒
歩

で
。
高
齢
の
母
も
日
頃
の

運
動
不
足
を
解
消
す
る
か

の
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
れ

た
。
疲
れ
も
ピ
ー
ク
に
達

し
て
い
た
が
、
い
よ
い
よ

宿
泊
先
で
あ
る
念
願
の
鞆

の
浦
温
泉
へ
。

　

美
味
し
い
も
の
を
た
く

さ
ん
飲
み
、
た
く
さ
ん
食

324

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

御朱印と歩む
思い出に残る旅の記録
玉島支部  徳永 昌太さん（大工・49歳）

　

国
保
理
事
を
務
め
る
徳

永
さ
ん
が
見
せ
て
く
れ
た

の
は
、
色
鮮
や
か
な
御
朱

印
帳
。
お
寺
や
神
社
を
巡

り
、
旅
の
記
録
と
し
て
御

朱
印
を
集
め
る
こ
と
が
現

在
の
趣
味
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
９
年
ほ
ど

前
に
訪
れ
た
島
根
県
の
出

雲
大
社
で
手
に
し
た
一
冊

の
御
朱
印
帳
で
し
た
。
旅

の
記
念
と
し
て
い
た
だ
い

た
御
朱
印
で
し
た
が
、
丁

寧
に
心
を
込
め
て
書
か
れ

た
文
字
や
印
の
美
し
さ
に

惹
か
れ
、
岡
山
県
内
や
近

隣
の
県
を
中
心
に
寺
社
巡

り
を
始
め
ま
し
た
。

　

御
朱
印
は
同
じ
場
所
で

御津支部
石坂　理恵

　

夫
が
か
ね
て
か
ら
行
き

た
が
っ
て
い
た
岐
阜
県
の

白
川
郷
へ
の
旅
行
を
５
月

頃
の
予
定
で
計
画
し
て
い

た
が
、
な
か
な
か
良
い
宿

泊
先
が
見
つ
か
ら
ず
、
母

も
遠
出
は
や
め
よ
う
と
言

い
だ
し
断
念
。
そ
こ
で
私

が
、
前
か
ら
行
き
た
か
っ

た
広
島
県
の
鞆
の
浦
温
泉

を
思
い
出
し
、
急
遽
計
画

を
練
り
、
６
月
に
は
な
っ

た
が
旅
行
が
決
ま
っ
た
。

　

当
日
は
小
雨
だ
っ
た
の

が
幸
い
で
予
定
通
り
出
発

べ
、
毎
日
忙
し
く
働
く
夫

に
も
良
い
休
暇
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

翌
日
は
鞆
の
浦
付
近
を

散
策
し
有
名
な
常
夜
燈
で

旅の思い出の１枚

記
念
撮
影
の
後
、
帰
路

に
つ
い
た
の
で
あ
る
。

近
場
で
は
あ
っ
た
が
家

族
旅
行
の
良
い
思
い
出

に
な
っ
た
。

迫力のある御朱印の数々

　

組
合
運
動
の
中
で
も
と

り
わ
け
建
設
国
保
の
育

成
・
強
化
に
向
け
た
運
動

を
司
っ
て
い
る
社
会
保
障

対
策
部
。
令
和
７
年
度
か

ら
は
難
波
部
長
（
岡
山
・

写
真
中
央
）
を
中
心
に
、

髙
坂
副
部
長
（
な
だ
さ

き
・
写
真
右
）
と
橋
本
副

部
長
（
津
山
・
写
真
左
）

の
３
人
が
担
当
役
員
と
な

り
、
現
行
補
助
水
準
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
や
保

健
事
業
の
推
進
、
け
ん
ろ

う
共
済
や
健
保
適
用
除
外

制
度
の
周
知
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
国
保
組
合
の
予

算
確
保
に
欠
か
せ
な
い
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
に
お
い
て
、

今
秋
か
ら
は
ハ
ガ
キ
様
式

を
変
更
し
て
い
ま
す
（
３

ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
【
社
会
保
障
対
策
部
長

難
波　

治
】
私
た
ち
の
生

活
の
安
定
と
向
上
、
そ
し

て
健
康
増
進
に
向
け
た
活

動
に
つ
い
て
我
わ
れ
担
当

役
員
同
士
が
し
っ
か
り
協

議
し
、
推
し
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈
県　

内
〉

２
日

　

�

教
宣
担
当
役
員
及
び

実
務
者
合
同
研
修
会

７
日　

四
役
会
議

16
日

　

�

労
働
対
策
部
担
当
者

会
議

17
日　

執
行
委
員
会

21
日

　

�

組
織
対
策
部
担
当
者

本
部　

　

役
員
紹
介

国
保
組
合
を
守
る
の
も
仕
事
で
す

会
議

27
日
～
28
日　

　

玉
掛
け
技
能
講
習

　

（
学
科
）

29
日　

　

玉
掛
け
技
能
講
習

　

（
実
技
）

〈
県　

外
〉

28
日
～
29
日

　

�

全
建
総
連
第
66
回
定
期

大
会
（
佐
賀
）

29
日　

中
央
執
行
委
員
会

献血への協力のお願い
　組合では社会貢献の一環として、輸血用血液確保
のため、献血の協力をお願いしています。
【献血場所】
　⃝献血ルーム「うらら」
　　岡山市北区いずみ町３-36
　　TEL：086-256-6568
　　休日：火祝日、9/1、12/29〜1/3
　⃝献血ルーム「ももたろう」
　　岡山市北区表町1-5-1岡山シンフォニービル1F
　　TEL：086-225-6301　休日：12/31〜1/2
【献血時のお願い】
　献血の際は、受付で「献血紹介状」を提出してくださ
い。忘れた場合は当日、岡山県建設労働組合からの紹介
であることを伝えてください。事前に予約することで優
先的に献血が可能です。
　※詳しくは所属支部へ問い合わせてください。

登録建築大工技能者講習 受講者募集
経営事項審査の加点項目、建設現場での主任技術者要件に該当、CCUS
能力評価で最上位のレベル４の位置づけなどのメリットがあります。
【開催日時】令和８年１月18日㈰～19日㈪

９：30～16：55（１日目の終了は15：50）
【開催場所】①兵庫区文化センター（神戸市兵庫区羽坂通4-1-1）

②福建労会館（福岡市南区清水1-22-9）
【受 講 料】44,000円（税込）
【定　　員】７名程度（定員になり次第締め切り）
【受講要件】以下の要件をすべて満たす方

・�建築大工として実務経験が10年以上かつ職長経験が３年
以上
・１級建築大工技能士、建築士等の資格を保持

【申込締切】令和７年12月17日㈬
　※詳細は所属支部へ問い合わせてください。

念
願
の
鞆
の
浦
温
泉
へ

い
い
思
い
出
の
家
族
旅
行

第24回建労岡山親睦
ゴルフコンペ開催のお知らせ
【開催日時】令和７年11月18日㈫

受付開始時間：午前７時45分
開会式・記念写真撮影：午前８時30分
OUT・INスタート時間：午前８時52分

【開催場所】岡山空港ゴルフコース
（〒701-1141 岡山市北区菅野3397-29）

【プレー料金】セルフ：7,980円（税込)
※65歳以上の人は1,000円割引

【参 加 費】3,000円
【申込締切】令和７年10月31日㈮　必着
　※詳細は所属支部に問い合わせてください。


